
2005年出上の木簡

秋
田
。払
田
柵
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
秋
田
県
大
仙
市
払
田

・
仙
北
郡
美
郷
町
本
堂
城
廻

２
　
調
査
期
間
　
　
第
四
九
十
二

・
三
次
調
査
　
一
九
人
三
年

（昭
５８
）
四
月

～
五
月
、　
一
〇
月
～

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
秋
田
県
教
育
庁
払
田
柵
跡
調
査
事
務
所

４
　
調
査
担
当
者
　
船
木
義
勝

・
山
崎
文
幸

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
柵
官
衛
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
九
世
紀
初
頭
～

一
〇
世
紀
後
半

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

払
田
柵
跡
は
雄
物
川
の
中
流
域
に
近
く
、
大
仙
市
大
曲
市
街
地
の
東
方
約

六
臨
、
横
手
盆
地
北
側
の
仙
北

平
野
中
央
部
に
位
置
す
る
。
遺

跡
は
真
山

・
長
森
の
丘
陵
を
中

心
と
し
て
、
北
側

の
矢
島
川

（烏
川
）、
南
側

の
丸
子
川
に

よ

っ
て
挟
ま
れ
た
沖
積
低
地
に

加

ユ立
地
す
る
。　
一
九
三
〇
年
に
高

エハ

梨
村

（現
大
仙
市
）
と
文
部
省

く
　
に
よ
る
三
度
の
発
掘
調
査
が
行

な
わ
れ
、
遺
跡
の
輪
郭
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ
の
成
果
に
基
づ
き
、
翌
年
秋

田
県
最
初
の
国
指
定
史
跡
と
な
り
、　
一
九
七
四
年
以
降
は
当
事
務
所
が
継
続
し

て
発
掘
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

遺
跡
は
、
真
山

。
長
森
の
二
つ
の
丘
陵
を
囲
む
外
柵
と
、
長
森
を
取
り
囲
む

外
郭
線
か
ら
な
る
。
外
柵
は
東
西

一
三
七
〇
ｍ
南
北
七
八
〇
ｍ
の
長
楕
円
形
で
、

総
延
長
は
約
三
六
Ｏ
Ｏ
ｍ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
る
遺
跡
の
総
面
積
は
約
入

七
万
人
○
○
０
２ｍ
で
あ
る
。
外
柵
は

一
時
期
の
造
営
で
、
杉
角
材
に
よ
る
材
木

塀
が

一
列
に
並
び
、
東
西
南
北
に
入
脚
門
が
開
く
。

外
郭
線
は
東
西
七
六
五
ｍ
南
北
三
二
〇
ｍ
の
長
楕
円
形
で
、
総
延
長
は
約

一

七
六
〇
ｍ
。
石
塁
、
築
地
塀

（東

・
西
。
南
の
山
麓
）
と
地
上
高
三

・
六
ｍ
の
材

木
塀
が
連
な
り
、
東
西
南
北
に
入
脚
門
を
配
す
る
。
外
郭
線
は
全
体
に
四
時
期

に
わ
た
る
造
営
が
認
め
ら
れ
る
。

長
森
丘
陵
中
央
部
に
は
板
塀
で
区
画
さ
れ
た
政
庁
が
あ
る
。
政
庁
は
、
正

殿

。
東
脇
殿

・
西
脇
殿
や
付
属
建
物
群
が
配
置
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
建
物
に
は
五

期
の
変
遷
が
あ
る
。

今
回
報
告
す
る
第
四
九
十
二

・
三
次
調
査
は
、　
一
九
八
二
年

一
〇
月
か
ら

一

二
月
に
か
け
て
行
な
わ
れ
た
第
四
九
次
調
査
の
補
足
調
査
で
あ
る
。
第
四
九
次

調
査
で
は
、　
一
九
三
〇
年
の
文
都
省
に
よ
る
発
掘
調
査
対
象
の
一
つ
で
も
あ
っ

た
、
古
代
以
来
開
口
し
て
い
る
井
戸
Ｓ
Ｅ
五
五
〇

（通
称

「ホ
イ
ド
瀞
た
し

の

調
査
を
行
な
っ
た
が
、
掘
形
プ
ラ
ン
検
出
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
た
め
、
そ
の
精

査
を
主
た
る
目
的
と
し
て
、
二
次
に
わ
た
る
補
足
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
な



っ
た
。
二
次
に
分
け
た
の
は
、
春
期
に
丼
戸
本
体
及
び
丘
陵
地
縁
辺
部
の
遺
構

群
の
精
査
を
、
水
位
の
下
が
る
秋
期
に
丼
戸
北
側
の
沖
積
地
に
お
け
る
付
属
施

設
の
有
無
と
周
辺
遺
構
の
検
出
を
目
指
し
た
こ
と
に
よ
る
。

Ｓ
Ｅ
五
五
〇
は
、　
一
辺
約
四
ｍ
の
ほ
ぼ
方
形
の
掘
形
内
に
、
二

。
一
ｍ
四
方

の
井
戸
枠
を
設
置
し
た
も
の
で
あ
る
。
井
戸
の
北
西
側

△斜
面
下
位
側
）
に
は

排
水
路
の
存
在
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。
井
戸
内
部
か
ら
は
、
土
師
器

・
須
恵
器

（墨
書
土
器
を
含
む
）
や
木
衛
を
含
む
木
製
品
が
出
土
し
た
。

な
お
二
〇
〇
五
年
の
第

一
三
〇
次
調
査
の
結
果
、
政
庁
域
か
ら
Ｓ
Ｅ
五
五
〇

に
向
か
う
通
路
が
検
出
さ
れ
た
。
通
路
の
変
遷
を
辿
る
こ
と
で
、
Ｓ
Ｅ
五
五
〇

が
払
田
柵
の
創
建
か
ら
終
末
期
に
至
る
間
、
そ
の
機
能
を
保
持
し
続
け
て
い
た

こ
と
も
明
確
に
な
っ
た
。

木
簡
は
、
Ｓ
Ｅ
五
五
〇
掘
形
か
ら

一
点
、
Ｓ
Ｅ
五
五
〇
に
隣
接
す
る
地
点
の

遺
物
包
含
層
か
ら

一
点
、
計
二
点
出
土
し
た
。
な
お
、
Ｓ
Ｅ
五
五
〇
周
辺
で
採

集
さ
れ
た
本
誌
未
報
告
の
木
簡

一
点
も
併
せ
て
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。
こ
の

ほ
か
、
Ｓ
Ｅ
五
五
〇
内
、
及
び
近
辺
出
土

・
採
集
の
木
簡
と
し
て
は
、
上
記
三

点
の
ほ
か
、
第

一
～
三
号
木
簡

（本
誌
創
刊
号
）
と
第

一
六
号
木
簡

（本
誌
第
五

号
）
の
四
点
が
知
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

Ｓ
Ｅ
五
五
〇
掘
形

ω
　
。
「日
日
日
日
日
――
日
日
日
日
旧
□
」

・
「［日日日日日日日日日日日日四
‐‐日日日日日日日日日日日日］」　　　　　　　　　　］∞Ｐ）〈
（⇔）〉〈卜　　〇∞岸　　一　一三
一二●

遺
物
包
含
層

（Ｓ
Ｅ
五
五
〇
隣
接
地
）

②

　

解

　

申

請

借

稲

　

　

　

　

　

　

　

　

（Ｐ
し

遜

受

卜

儲
μ　

一
七
号

Ｓ
Ｅ
五
五
〇
隣
接
地
に
お
け
る
採
集

①
　
・
日
回
□
口
□
□
弐
伯
枝
進
　
　
　
　
」

。
□
□
□
□
□
□
□
□
□
若
桜
マ
弓

口

〔
□
幻
許
四
年
六
月
十
六
日
一
こ

溢
要
の
ｏ‘
　
一
五
号

ω
は
、
全
く
判
読
で
き
な
い
が
、
木
簡
を
幅
四
ｍｍ
程
度
に
縦
割
り
に
し
た
も

の
の
一
断
片
で
あ
り
、
廃
棄
の
際
の
様
子
が
窺
え
る
資
料
で
あ
る
。
②
は
、
上

下
両
端
と
も
欠
く
が
、
文
字
は
極
め
て
鮮
明
で
あ
る
。
借
稲
に
関
す
る
請
求
文

書
で
あ
る
。
借
稲
は
借
貸
稲
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
第
六
号
木

簡

（本
誌
第
二
六
号
）
に

「仮
粟
」
の
語
が
見
え
、
仮
貸
の
栗
、
仮
借
の
栗
と

い
う
意
味
か
と
考
え
ら
れ
る
。

０
は
、　
一
九
人
〇
年

一
二
月
に
ホ
イ
ド
清
水
の
北
西
約
五
ｍ
の
側
溝
内
か
ら

採
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
貢
進
文
書
木
簡
と
考
え
ら
れ
る
が
、
品

目
は
不
明
で
あ
る
。
年
紀
は

「宝
」
だ
と
す
れ
ば
、
天
平
宝
字
四
年

（七
六
〇
）

と
な
る
。
し
か
し
、
墨
痕
は
全
体
に
薄
く
、
年
号
の
部
分
も
明
瞭
で
は
な
い
の



2005年 出上の木簡

で
、
さ
ら
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
平
川
南
氏

の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

秋
田
県
教
育
委
員
会

『払
田
柵
跡
―
第
四
九
十
二
～
三

・
五
三

・
五
四
次
発

掘
調
査
概
要
―
』
盆
九
人
四
年
）

（高
橋
　
学
）

申

　

　

　

蝶

粘
口
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〃
脚
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峰


